
特集  大学のお金～集め方と使い方

１）学生の主体的な学びを
   支援する環境整備
   ▶学生満足度
   ▶ラーニングコモンズ
      の稼働率
２）財源の多様化の促進
   ▶寄付金件数

取材・文／本間学　撮影／大塚百輝

　本
学
で
は
、
寄
付
募
集
を
大
学
の
戦

略
プ
ラ
ン
の
中
で
明
確
に
位
置
付
け
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。
現
在
進
行
中
の

戦
略
プ
ラ
ン
「
M
S-

26
」
で
掲
げ
た

ビ
ジ
ョ
ン
「
多
様
な
経
験
を
通
し
て
、

学
生
が
大
き
く
羽
ば
た
く
『
学
び
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
を
創
り
広
げ
る
」
を
実

現
す
る
基
盤
と
し
て
財
源
の
多
様
化
を

進
め
て
い
ま
す
。
寄
付
募
集
は
、
そ
の

た
め
の
重
要
な
手
段
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　近
年
、特
に
注
力
し
て
い
る
の
が「
開

学
1
0
0
周
年
記
念
募
金
」
と
「
ふ
る

さ
と
納
税
を
活
用
し
た
支
援
事
業
」
に

よ
る
寄
付
募
集
で
す
。

　前
者
は
、
ア
リ
ー
ナ
の
新
築
や
国
際

化
の
推
進
、社
会
連
携
活
動
と
い
っ
た
、

2
0
2
6
年
に
迎
え
る
開
学
1
0
0
周

年
に
向
け
た
基
本
計
画
の
原
資
を
募
る

も
の
で
す
。
周
年
事
業
へ
の
寄
付
は
、

恒
常
的
な
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
に
比
べ
て
広

報
の
訴
求
力
が
強
く
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
目
に
留
ま
り
や
す
い
た
め
、
新

規
寄
付
者
の
掘
り
起
こ
し
に
有
効
で

す
。
そ
こ
で
、
若
年
層
で
も
寄
付
し
や

す
い
よ
う
、
1
万
円
か
ら
申
し
込
み
が

で
き
る
返
礼
品
付
き
寄
付
メ
ニ
ュ
ー

「
名
城
ギ
フ
ト
」
も
用
意
し
ま
し
た
。

　「ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
支
援

事
業
」
は
、
本
学
の
前
理
事
長
が
愛
知

県
私
立
大
学
協
会
の
会
長
を
務
め
て
い

た
際
に
名
古
屋
市
に
働
き
か
け
、
２
０

２
３
年
10
月
か
ら
始
め
た
も
の
で
す
。

寄
付
者
が
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
通

じ
て
、
市
内
30
大
学
・
短
期
大
学
の
中

か
ら
指
定
し
た
大
学
の
地
域
貢
献
事
業

を
支
援
で
き
る
制
度
で
す
。
こ
う
し
た

枠
組
み
を
一
大
学
の
提
案
で
実
現
す
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
協
会
と
し
て

「
市
内
の
多
く
の
大
学
が
望
ん
で
い
る
」

と
自
治
体
へ
働
き
か
け
た
か
ら
こ
そ
、

実
現
で
き
た
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
に

よ
る
本
学
を
指
定
し
た
寄
付
額
は
約

１
６
０
０
万
円
に
達
し
ま
し
た
。

　開
学
1
0
0
周
年
記
念
募
金
の
目
標

額
は
25
億
円
。
順
調
に
集
ま
り
つ
つ
あ

り
、
現
在
7
割
ま
で
到
達
し
、
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。
金
額
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
こ

れ
ま
で
寄
付
に
関
心
の
な
か
っ
た
若
い

卒
業
生
な
ど
、
新
た
な
層
に
も
寄
付
の

裾
野
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
回
つ
な

が
っ
た
新
た
な
寄
付
者
に
、
今
後
、「
教

育
振
興
資
金
」
な
ど
の
恒
常
的
な
支
援

者
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
丁
寧
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
、
大

学
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
い
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　寄
付
募
集
は
単
な
る
財
政
難
を
補
う

手
段
で
は
な
く
、
経
営
戦
略
を
実
現
す

る
施
策
と
捉
え
る
べ
き
で
す
。そ
し
て
、

経
営
層
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
鍵
と
な
り
ま

す
。
大
学
と
し
て
の
経
営
戦
略
の
中
に

寄
付
に
関
す
る
役
割
を
明
確
に
し
た
部

署
の
設
置
や
人
員
配
置
等
を
組
み
込

み
、
法
人
と
し
て
適
切
な
投
資
を
行
っ

て
こ
そ
、
実
り
あ
る
活
動
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

　現
在
、
2
0
3
6
年
を
見
据
え
た
次

期
戦
略
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。「
中
部
か
ら
世
界
へ
創
造
型
実
学

の
名
城
大
学
」
を
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
て
掲
げ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出

す
る
人
材
の
育
成
に
注
力
す
る
と
と
も

に
、
学
部
の
教
育
、
お
よ
び
大
学
院
の

教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

そ
の
実
現
手
段
と
し
て
D
X
の
推
進
な

ど
、
将
来
の
成
長
に
不
可
欠
な
領
域
へ

優
先
的
に
投
資
す
る
た
め
に
も
、
今
後

も
寄
付
事
業
を
恒
常
的
な
取
り
組
み
と

し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

つるたひろき●2012年3月名城大学大学院大学・
学校づくり研究科修士課程修了。総合企画部事務部
長、大学教育開発センター事務部長、事務局次長など
を経て、2026年4月より現職。日本私立大学協会附
置 私学高等教育研究所 研究員。

鶴田 弘樹
理事・事務局長

ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
て

財
源
を
多
様
化

次
期
戦
略
プ
ラ
ン
の
も
と

未
来
へ
の
投
資
も
構
想
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大学がふるさと納税制度の活用を検討する際、最初のハードルとなるのが自
治体との調整だ。鶴田事務局長は、トップ同士による合意形成が重要だと言
う。「担当者レベルから協議を始めると、『前例がない』『議会への説明が困
難』といった壁に阻まれ、停滞しがちだ。本学の場合、まず、当時の理事長が副
市長と会談し、大きな方針を決定したうえで、現場に実務設計を落とし込んだ。
ゴールが明確であれば、前向きな議論が加速する」。実際、制度の対象範囲や
寄付者情報の共有、寄付金の使用期限など、詰めるべき課題は多岐にわたっ
たが、先にトップの合意があったからこそ、実現にこぎ着けることができた。
　なお、名古屋市は、ふるさと納税を活用した大学の地域貢献活動の範囲を
広く認めているため、大学は補助金＊4を柔軟に使用できる。名城大学は、市民
のリスキリングに資する公開講座や、次世代の起業家を育てるアントレプレ
ナーシップ育成プログラムを実施。地域の活性化を図るとともに、このような共
同事業を通じて名古屋市との連携を強化している。

ふるさと納税の導入はトップ同士の
合意形成が重要

＊１ Meijo Strategy-2026。2026年をマイルストーンにした戦略プラン。　＊2 2024年12月時点。  ＊3 2025年12月末現在。 ＊4 ふるさと納税として名古屋市に寄付された金額に基づき、大学が地域貢献事業を実施。補助金は、事業実施後（寄付年度の翌々年度）に名古屋市から大学に対して交付。

キャンパス／愛知県名古屋市　学生数／15,930人（2025年5月時点）　設置者／学校法人名城大学
創立／1926年（1949年大学設置）　立学の精神／穏健中正で実行力に富み、国家、社会の信頼に値する人材を育成する
学部／法、経営、経済、外国語、人間、都市情報、情報工、理工、農、薬
大学院／法学、経営学、経済学、人間学、都市情報学、理工学、農学、薬学、総合学術、情報工学（※2026年4月開設予定）
THE世界大学ランキング2026／1501＋位、同日本大学ランキング2025／151-200位

寄付募集を経営計画に位置付け、
恒常的な取り組みとして推進

開学100周年記念事業に伴う寄付や、名古屋市の「ふるさと納税」との連携など、
積極的に寄付募集に取り組み、成果を上げる名城大学。その理由と工夫を聞く。

名城大学

CASE 

STUDY

戦略プラン「Meijo Strategy-2026（MS-26）」概要と寄付募集の位置付け

主な寄付募集メニュー

周年事業の基本計画（アリーナの新築、国際化の推進、社会連携活動等）の費用
に充てるべきものとして、受け入れる寄付金。募金目標額25億円（2026年度まで）。開学100周年記念募金

大学および附属高等学校が行う教育研究活動支援に充てるべきものとして、受け入
れる寄付金。教育振興資金

本学または本学の教育職員の学術研究に要する経費等、教育研究を奨励する目的
とする経費に充てるべきものとして、民間企業等から受け入れる寄付金。奨学寄付金

2023年10月にスタート。名古屋市のふるさと納税制度を活用した大学への支援事業。
※名古屋市へのふるさと納税による寄附金額の最大7割が指定された大学に補助金として交付される。

ふるさと納税を活用した
支援事業

概 要メニュー

人材の確保と育成 教育の充実 研究の充実 社会貢献 組織・経営改革

目的意識と行動力と社
会性に優れた学生を確
保し、ビジョンを実現でき
る教職員を育成する

多様性と実践性を大事
にする基礎教育と専門
教育を通して、コミュニ
ケーション力と問題解決
力をもつ人材を育成する

研究環境の充実を通し
て、社会に評価される学
術の創造と普及を図り、
教育と社会に還元する

地域とともにある大学と
して、地域の多様なニー
ズに対応し、人的交流を
通して活性化につなが
るサービスを充実する

ビジョンの実現に向け、
戦略的かつ機動的な組
織・経営改革を持続する

多様な経験を通して、
学生が大きく羽ばたく
「学びのコミュニティ」を創り広げる

〈教育ミッション〉主体的に学び続ける「実行力ある教養人」を育てる
〈研究ミッション〉「学問の探究と理論の応用」を通して、成果を教育と社会に還元する
〈社会貢献ミッション〉社会との「人的交流」を通して、地域の活性化に貢献する

VisionValue
生涯学びを楽しむ

Mission

1．組織の活性化

2．ブランド力の向上

3．ビジョンの実現を
  支える基盤整備

1．独創的研究の推進と
   研究成果の社会への発信

2．国際的な研究拠点の
  育成と強化

1．地域支援の充実

2．社会人の学び直し
   の機会の提供

1．学生の多様な経験による
   主体的な学びの促進

2．大学院教育・研究の
   質保証

3．学修・課外活動・学生
   生活支援サービスの充実

1．優秀な学生の確保

2．優れた教職員の
   確保と育成

＊大学資料をもとに、Between編集部で
　一部加工

ふるさと納税制度
の補助金を活用
した市民向け公
開講座（上）とア
ントレプレナーシッ
プ育成ブログラム
（右）の様子。

＊2

＊1

基本目標

行動目標

５本の柱

注目！

＊3


